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災害ボランティアセンターとは
　災害ボランティアセンターは、大規模災害等が発生した際に被災した人や地域を支援するために、市町村の
社会福祉協議会や行政・ボランティア関係団体が共同して臨時的に開設・運営するボランティアセンターです。
　災害ボランティアセンターでは、被災地の支援ニーズの把握・整理を行うとともに、支援活動を希望す
る個人や団体の受け入れ調整やマッチング活動などを行います。

災害ボランティア活動の様子災害ボランティア活動の様子

台風１９号被害における現在の活動状況
　令和元年台風１９号は東日本に記録的豪雨をもたらし、川崎市内でも広い範囲で浸水などの被害を受け、川崎
市からの要請により川崎市災害ボランティアセンターが開設されました。現在も被害にあったご家庭からの依頼
を受けて、汚れた写真を洗浄するボランティア活動が川崎市内で行われています。
　新型コロナウイルスの影響で活動も一時ストップしていましたが、令和２年秋ごろから活動を再開しています。

　写真洗浄の工程は、①アルバムから切り出し②水洗い③仕上げ（エタ
ノール）となっています。写真を元通りに復元することはできませんが、
汚れを綺麗に落とし残った部分を守ることはできます。
　１枚１枚の作業となるため時間はかかりますが、写真にしか残ってい
ない貴重な思い出を残すことができます。

　もし、ご家庭に浸水した写真がそのまま残っている場合は、お気軽に
中原区社会福祉協議会までご相談ください。また、活動に興味がある方
も、お気軽にご相談ください。 写真洗浄ボランティアの様子写真洗浄ボランティアの様子

②マッチング
活動に入るボランティアを調整

①現地調査・ニーズ調査
現地調査にてボランティアニーズを確認

③ボランティア活動
ボランティアが自宅等に伺い活動

④活動報告
センターにてボランティア活動報告を行う

災害ボランティアセンターの流れ

令和
元年度 災害ボランティアセンター災害ボランティアセンターのの役割役割とと
台風１９号被害台風１９号被害におけるにおける現在現在のの活動状況活動状況

※ 紙面上では「社会福祉協議会」を「社協」と略して表記している箇所があります。
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シリーズ

Vol. 3
　このシリーズ企画では中原区内７カ所の「いこいの家」を紹介しています。
　「いこいの家」とは、地域の高齢者のふれあいや生きがいの場としての機能に加え、高齢者を
地域で支え合い、助け合っていくための福祉活動の拠点機能を併せもつ施設です。川崎市内在
住の満６０歳以上の方ならどなたでもご利用いただけます。

中丸子老人いこいの家中丸子老人いこいの家

丸子多摩川老人いこいの家丸子多摩川老人いこいの家

住所：中原区中丸子３７８番地４　☎４３３－３８６６

住所：中原区丸子通１丁目６３９番地３　☎４１１－０５５１

　中丸子老人いこいの家の最寄り駅は向河原で、南武線脇にあ
ります。奥まった場所にありますが、新しくできた向河原駅前
踏切迂回路を通れば迷わずに来所することができます。建物は
２階建てで、入ってすぐ吹き抜けになっており、大広間は２階
にあるため日当たりもよく、周りに建物がないので開放感もあ
ります。
　童謡・フォークダンス・ボールストレッチ・ぬりえ・リズム
体操・フラワーアレンジメントなど多様な教養講座があり、皆
さん楽しく元気に参加されています。また、書道・踊り・会
議・ミニディ等様々な自主講座もあります。今現在はコロナ禍
のため自粛気味となっておりますが、教養講座・自主講座とも
に感染予防対策をとり活動しております。
　ご興味のある方はお気軽にお問い合わせください。

　丸子多摩川老人いこいの家は、新丸子駅から徒歩５分ほどで、
商店街をぬけた静かな住宅街の中にあります。平屋のバリアフ
リーで床暖房が完備されており、過ごしやすい建物となっていま
す。
　体操・ヨガ・太極拳・手芸・書道・踊り・絵手紙などの自主グ
ループが活動しています。フリー利用では、囲碁があります。ま
た、現在は中止となっていますが、卓球等もご利用できます。川
崎市介護予防事業の『いこい元気広場』を予約制で行っています。
　地域シニアクラブの活動や、乳幼児の親と子の子育てサロン（現
在、縮小して開催）など地域の交流の場にもなっています。
そして災害時には、丸子地区社協防災ネットワークの連絡所とし
て地域拠点の１つになっています。
　ご興味のある方はお気軽にお問い合わせください。

私たちこんな活動しています！

※「いこいの家」は「老人いこいの家」の愛称です。

絵手紙教室

いこい元気広場

いこい元気広場

館内の様子

２０２１．３．３１（2）
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（令和3年2月28日現在）令和２年度 賛助会費のご報告

今年度は７月～１０月を「賛助会員加入運動強化月間」とし、賛助会員を募集いたしました。

〈賛助会費の使途〉

多くの皆さまのご協力ありがとうございました！

賛助会員　１，７６３ 名（町会、福祉団体等含む）
賛助会費　総額 ３，７７５，５００ 円

令和２年度　共同募金の実績のご報告
　今年度も共同募金事業へのご協力ありがとうございました。
　募金は神奈川県共同募金会で配分審査を行い、下記のような事業へ役立てられています。
【赤い羽根共同募金】
　①民間社会福祉施設・更生保護施設等の設備・修繕費など
　②高齢者及び障害者の家事介護・配食・送迎サービスを実施する非営利型在宅福祉サービス団体の活動費
　③障害者地域作業所や生活ホーム等の整備・修繕費など
　④ボランティア育成、民間福祉活動の支援
　⑤区・地区社会福祉協議会の事業費
【年末たすけあい募金】
　①高齢者世帯、障害者世帯、ひとり親世帯などへの見舞金（要介護度、障害等級などの該当要件があります）
　②区・地区社会福祉協議会の事業費

共同募金 23，942，493円 ※令和３年２月２ ８日現在

区　分 募　金　説　明 赤い羽根共同募金 年末たすけあい募金

戸 別 募 金 自治会・町内会や民生委員の協力で、募金ボランティアが
各家庭を訪問していただいた寄付金 １１，666，693円 9，376，０92円

法 人 募 金 企業や法人を中心に、ダイレクトメール方式や訪問などを
行い、いただいた寄付金 48１，2００円 －

学 校 募 金 区内小・中学校、高等学校から協力していただいた寄付金 653，55０円 －
職 域 募 金 会社・施設などの社員・職員からいただいた寄付金 5１6，０００円 －
イベント募金 川崎フロンターレとの協働により試合会場でいただいた寄付金 3１１，444円 －

その他の募金 募金活動期間外に集まった寄付金や区内施設の募金箱や個
人団体からいただいた寄付金 89０，89０円 46，624円

合　　　計 １4，5１9，777円 9，422，7１6円

地区社協の活動財源として
２，６３８，６５０円
区内５地区社会福祉協議会の活動
のため、総額の約7０％を配分してい
ます。

ボランティア活動推進のために
４９８，０００円
ボランティアセンターの運営やボラ
ンティア講座、運営委員会の開催をし
ています。

子育て支援のために
２０４，８５０円
区内の子育て家庭の支援と交流を
図るため、各種講座等を開催してい
ます。

福祉教育推進のために
５６，０００円
学校での福祉授業への協力や、学
校・企業・団体が行う福祉体験に伴
う機材の貸出を行っています。

地域福祉活動のために
２１６，０００円
区社協事業の運営や区民に対し車
いすの貸出し事業を行っています。

賛助会費募集の財源として
１６２，０００円
組織運営及び事業活動を推進するた
め、賛助会員の募集を行っています。

（3）２０２１．３．３１
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インフォメーション

令和３年度　ボランティア銀行なかはら福祉活動助成の申請団体を募集します。
　この助成金は中原区内で福祉活動を行っている団体の育成・支援を目的に交付しています。団体活動の活性化に
ぜひお役立てください。

募 集 期 間：令和３年４月１ ２日（月）～５月３ １日（月）
申請書配布：令和３年４月５日（月）から
★申請書は中原区社協窓口またはホームページにて

〈申請にあたっての注意事項〉
●申請書の他に、会則、会員名簿、決算・予算書、事業報
告・計画書の提出が必要です。
●会費等の自主財源のない団体、会員募集を行っていない
団体は助成の対象になりません。
●令和２年度に助成を受けた団体は、報告書を提出後に申
請してください。
●立ち上げ準備中の団体は、１回限り上限5０，０００円の助成
申請ができます。

※助成額は運営委員会にて審査を行い、各団体へ5，０００円～
3０，０００円交付します。
※助成金の交付は８月中旬を予定しています。

ボランティア銀行なかはらとは？

住民や企業から寄せ
られた寄付金品を福
祉活動をおこなうボ
ランティアグループ
等の活動支援に役立
てるシステムです。

寄付金品

ボランティア銀行なかはら

福祉活動をおこなう団体

笑顔あふれる
おたがいさまのまち！

【問合せ】中原区社会福祉協議会
TEL：７２２−５５００　FAX：７１１−１２６０
http://www.nakaharaku-shakyo.jp

　なかはらボランティアセンターでは、年に４回（４月・７月・
１０月・１月）ボランティア情報紙『ポポラーレ』を発行してい
ます。ボランティアに関する情報や中原区内で活動しているボ
ランティア団体の活動紹介、ボランティア募集などの記事を掲
載しています。
　ポポラーレは、行政や関係機関、学校にご協力いただき窓口
に設置・配布しています。また、中原区社協ホームページにも
掲載しています。ぜひご覧ください。

ボランティア情報紙『ポポラーレ』のご紹介
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なかはらボランティアセンター（福祉パルなかはら内）

【公共交通機関】 ＪＲ南武線・横須賀線・東急東横線  武蔵小杉駅より徒歩１０分

※ 駐車場がありませんので車での来所はご遠慮ください。   
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Popolareとは、イタリア語の「市民」や「民間」を意味する言葉で、「私たち（市民）の手で

作っていきたい、身近なボランティア情報を届けたい」という想いが込められています。
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編集後記

次号は令和３年１月発行です

ボランティア活動希望・ボランティア派遣依頼等、
ボランティアに興味のある方は気軽にご連絡ください。ボランティア
相談日

月曜日～土曜日８時３０分より１７時００分まで※�新型コロナウイルスの影響により、12月末日まで土曜日を休館しております。※�来所される場合は、事前にお電話をいただきますとスムーズにご相談を受け付けることができます。相　談
お問合せ ０４４－７２２－５５８１

原案：ポポラーレ編集委員イラスト：モモリアキヨ

　１０月１日より、全国一斉に共同募金運動がはじまりました。
　皆さまよりいただいた募金は、神奈川県共同募金会を通じて、
民間の社会福祉施設や団体・障害者地域作業所、社会福祉協議会等に
配分され、計画的かつ効果的に活用いたします。　また、川崎市内の区支会では赤い羽根共同募金と川崎フロンターレ
とのコラボレーション募金バッジやハンドタオルなどのグッズ募金も
取り扱っております。（※数に限りがございますので、下記までお問い合わせください。）
皆さまのご理解と、あたたかいご協力のほどよろしくお願いいたします！

【問合せ】
神奈川県共同募金会川崎市中原区支会（中原区社会福祉協議会地域課内）ＴＥＬ：７２２－５５００　ＦＡＸ：７１１－１２６０

　毎年12月に開催しているオアシスフェスタは、新型コロナウィルス感染拡大防止による参加者の健康と安全の

確保を最優先に考え、中止とさせていただきます。楽しみにされていたお客様には大変申し訳ございません。

　次年度の開催を目指し、引き続き準備を進めてまいりますので今後とも宜しくお願い申し上げます。【問合せ】
地域活動支援センター　オアシス井田中原区井田中ノ町41－7　TEL044-789-9743

〇常温保存でき、未開封のもの　（原則、消費期限が2 ヶ月以上あるもの）　＜例＞
　　缶詰、インスタント食品、レトルト食品、乾麺、
　　乾物、精米済みのお米　等

オアシスフェスタ中止のお知らせ

地域生活支援SOSかわさき事業

詳しい内容については、

　非常用の食料品を定期的に食べ、その分を買い足して常に新しい食料
品を備蓄しておくことを「ローリングストック」という
のだそうです。「ローリングストック」、何だかカッコイ
イおじさんでも出てきそうなコトバですね⁉（ハマー）

ご寄付いただきたい食糧

食糧支援かわさき 検索

食糧支援かわさき（食かわ）

【食糧受付場所・問合せ】川崎市社会福祉協議会　ボランティア活動振興センター
TEL ：044-739-8718（月曜日～金曜日　8：30 ～ 17：00）
Mail：v-center@csw-kawasaki.or.jp

ハンドタオル
（募金額 1,000円）

募金バッジ
（募金額500円）

今年度のコラボグッズ

赤い羽根共同募金にご協力お願いします！

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入減少など生活の変
化による困りごとや、見守りを必要とする世帯が増えています。
社会福祉施設や企業、地域の方から食糧の寄付を募り、相談機関
を通じて困っている方にお渡しします。皆様のご協力をよろしくお願いいたします。【寄付受付期間】　７月１日～１０月３１日

皆さまから食糧の寄付をいただきます い た だ い た 食 糧 は、福祉施設の協力の元、各区に設置する「食料保管拠点」に移動します

相談機関が拠点から食料を受け取り、必要な方にお渡しします。

食糧寄付のご協力をお願いいたします

食糧支援かわさきの流れ

寄付協力 市社協
相談機関

なかはらボランティア
センターキャラクター

ボラ嬢

問合せ　なかはらボランティアセンター　☎７２２−５５８１　Ｆ７１１−１２６０
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